
② 対策型検診におけるHPV検査単独法について
  ～対象者、アルゴリズム等 HPV検査単独法の概要～

令和6年度「HPV検査単独法導入に向けた精度管理支援事業」
「子宮頸がん検診におけるHPV検査単独法導入に向けた実際の運用と課題の検討のための研究」研究班資料 引用作成



出典：

日本産科婦人科学会（https://www.jsog.or.jp/news/pdf/20240222_HPV.pdf）

日本婦人科がん検診学会（https://www.jagcs.org/pdf/screening/HPVmanual202402.pdf）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



・ここでは第Ⅰ部の記載に沿って説明します。
・第Ⅱ部には自治体でのプロセス指標の集計の用語の読み替えがあります

P1～

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



HPV検査単独法による子宮頸がん検診の
対象・間隔やアルゴリズム

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



②  対策型検診におけるHPV検査単独法について

利益・不利益のバランスの観点で、「細胞診単独・2年に1回」≒「HPV検査単独法・5年に1回」

P8～
対象と検査間隔



利益・不利益で、「細胞診単独・2年に1回」≒「HPV検査単独法・5年に1回」

P8～
対象と検査間隔

• HPV検査単独法の方が必ず
しもメリットの大きい検査
ではない！

• HPV検査単独法で検診間隔
が5年より短くなると、
HPV検査単独法の方が
デメリットが大きくなる！

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



対象者

下記①～③の条件をすべて満たす者

① 30-60歳の女性

② 4年以内にHPV検査による
子宮頸がん検診を受診していない者

③ 1年以内に細胞診による
子宮頸がん検診を受診していない者

除外される者

◼ 子宮頸部を有さない者（子宮の手術歴があっても子
宮頸部を有する場合は対象となる） 

◼ 子宮頸部浸潤がんの治療中または既往のある者

◼ 子宮頸部の疾患もしくはその疑いで、医療機関で治療
中または経過観察中（医師に検査のために受診するこ
とを指示されている）の者

◼ 性交経験が一度もない者

注意が必要な者

P10～
対象者
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対象者

下記①～③の条件をすべて満たす者

① 30-60歳の女性

② 4年以内にHPV検査による
子宮頸がん検診を受診していない者

③ 1年以内に細胞診による
子宮頸がん検診を受診していない者

除外される者

◼ 子宮頸部を有さない者（子宮の手術歴があっても子
宮頸部を有する場合は対象となる） 

◼ 子宮頸部浸潤がんの治療中または既往のある者

◼ 子宮頸部の疾患もしくはその疑いで、医療機関で治療
中または経過観察中（医師に検査のために受診するこ
とを指示されている）の者

◼ 性交経験が一度もない者

注意が必要な者 妊娠中の者

妊娠週数によって細胞採取器具が禁忌のものがあるため、

適切な採取器具の選択が必要である

P10～
対象者
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※ HPV検査単独法による子宮頸がん検診の対象年齢についての補足 （指針 P4）

がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針 
（健発第０３３１０５８号平成２０年３月３１日厚生労働省健康局長通知別添） （令和６年２月１４日一部改正）

（３）対象者 
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②  対策型検診におけるＨＰＶ検査単独法について

※ HPV検査単独法による子宮頸がん検診の対象年齢についての補足

年齢 手法 検診間隔

20～29歳 細胞診単独法 2年に1回

30～60歳
HPV検査単独法

（細胞診単独法は実施しない）
5年に1回

61歳以上

【HPV検査単独法を導入する市町村での子宮頸がん検診の対象年齢と受診間隔】



②  対策型検診におけるＨＰＶ検査単独法について

※ HPV検査単独法による子宮頸がん検診の対象年齢についての補足

年齢 手法 検診間隔

20～29歳 細胞診単独法 2年に1回

30～60歳
HPV検査単独法

（細胞診単独法は実施しない）
5年に1回

61歳以上

【HPV検査単独法を導入する市町村での子宮頸がん検診の対象年齢と受診間隔】



②  対策型検診におけるＨＰＶ検査単独法について

※ HPV検査単独法による子宮頸がん検診の対象年齢についての補足

年齢 手法 検診間隔

20～29歳 細胞診単独法 2年に1回

30～60歳
HPV検査単独法

（細胞診単独法は実施しない）
5年に1回

61歳以上
細胞診単独法またはHPV検査単独

法のいずれか（市町村内で統一）

細胞診単独法：2年に1回

HPV検査単独法：5年に1回

【HPV検査単独法を導入する市町村での子宮頸がん検診の対象年齢と受診間隔】



P12～
アルゴリズムの説明

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



アルゴリズムとは
検診の検査結果ごとに、

次に何の検査を、

どのタイミングで実施すればよいのか、

そのプロセスを定めたもの
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検診 (30-60歳)
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検診 (30-60歳)

医師によるHPV検査による検診のこ

とで５年ごとに実施される。液状化検

体法が用いられる。

検診
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5年後

HPV

(+)
HPV

(-)

検診の

トリアージ精検

≧ASC-US

次回の検診へ

検診 (30-60歳)
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5年後

HPV

(+)
HPV

(-)

検診の

トリアージ精検

≧ASC-US

次回の検診へ

検診 (30-60歳)

HPV検査陽性者に対して直ちに実施

される細胞診のことで、HPV検査の

残余検体を用いて行われる。

トリアージ精検
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5年後

HPV

(+)
HPV

(-)

検診の

トリアージ精検

≧ASC-US

確定精検

次回の検診へ

検診 (30-60歳)
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5年後

HPV

(+)
HPV

(-)

検診の

トリアージ精検

≧ASC-US

確定精検

次回の検診へ

検診 (30-60歳)

トリアージ精検で「≧ASC-US」だと判

定された場合、直ちに実施される精密

検査のこと。コルポスコピー・組織診が

用いられる。

確定精検
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1年後

5年後

HPV

(+)
HPV

(-)

検診の

トリアージ精検

NILM ≧ASC-US

確定精検

次回の検診へ

検診 (30-60歳) 追跡精検
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1年後

5年後

HPV

(+)
HPV

(-)

検診の

トリアージ精検

NILM ≧ASC-US

確定精検

次回の検診へ

検診 (30-60歳) 追跡精検

トリアージ精検で「NILM」だと判定さ

れた者が、１年後に受ける検診

（HPV検査）のこと。

追跡精検
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HPV検査単独法による子宮頸がん検診のアルゴリズム
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HPV検査単独法による子宮頸がん検診のアルゴリズム

検診事業の枠組みの
予算・管理で行う
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HPV検査単独法による子宮頸がん検診のアルゴリズム

検査手法 実施時期
公的医療保険適用

の有無

検診 HPV検査
(液状化検体)

5年ごとの

検診実施時

無し
(検診事業の枠組み)

トリアージ精検
細胞診

(検診時のHPV検査で
採取した残余検体を用いる)

検診でHPV検査陽性と判定された後
すぐに実施

※検診で採取した同じサンプルを用いる
(液状化検体)

無し
(検診事業の枠組み)

確定精検 コルポスコピー・組織診 トリアージ精検後直ちに 有り
(診療の枠組み)

追跡精検 HPV検査
(液状化検体) 検診/追跡精検の1年後

無し
(検診事業の枠組み)

【検査と実施枠組み】P14～
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HPV検査単独法による子宮頸がん検診のアルゴリズム

これらの情報を
実施主体（自治体）が把握する

P15～
診療部分（確定精検以後）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



HPV検査単独法による子宮頸がん検診のアルゴリズム
P19～
確定精検（コルポスコピー・組織診）

【報告書に記載すべき判定結果の区分】

経過観察不要
次回検診受診を指示

（５年後もしくは次の節目年齢）

要経過観察

（検診に戻さない）

次回医療機関受診日

または、次に受診すべき検査を指示（他院紹介を含む）

治療予定

または治療済み
子宮頸部病変によるもの

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



HPV検査単独法による子宮頸がん検診検体の流れの実際

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P13～

HPV検査単独法による子宮頸がん検診検体についての留意点

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



第38回がん検診のあり方に関する検討会 資料より （2023年6月2日）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



HPV検査単独法による子宮頸がん検診のアルゴリズム

1検体でやりきる！ 1検体でやりきる！
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P22～

HPV検査単独法に使用可能なHPV検査名

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について

（2026年8月現在）



P22～

HPV検査単独法に使用可能なHPV検査名

選べる検査は
この5つのみ

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について

（2026年8月現在）
なお、キアゲンについては、現在販売中止と
なっています。



P23～

HPV検査の種類やLBC※の標本作成法によって使用できるバイアルが異なる

※LBC…液状化検体細胞診（Liquid- Based Cytology）

変えるなら、「検体採取機関が利用したいHPV検査および液状化検体細胞診標本作成の機械の両方で使用可能なバイアルを選んでいるか、１つ１つ自治体で確認、把握していただく必要があります。」 

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について

（2026年8月現在）
なお、バイアルのTACASについては、現在
販売中止となっています。



今までの細胞診単独法による子宮頸がん検診検体の流れ

検体の提供（判定の依頼）
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・検体採取日
・判定日
・判定機関
・判定者名
・判定結果(ベセスダシステム)

報
告

実施主体（自治体など) ※検体採取機関の場合もある

検 体 採 取 機 関 細胞診判定機関



検体の提供
（判定の依頼）

HPV検査を行い、陽性か否か判定する

報
告

・検体採取日
・判定日
・判定機関
・判定結果

検 体 採 取 機 関 HPV検査判定機関

実施主体（自治体など) ※検体採取機関の場合もある

HPV検査単独法による子宮頸がん検診検体の流れ
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検体の提供
（判定の依頼）

HPV陽性者の
検体を提供

（判定の依頼）

陽性者の検体を用いて、
液状化検体細胞診にて
細胞診判定を行う

HPV検査を行い、陽性か否か判定する

報
告

・検体採取日
・判定日
・判定機関
・判定結果

・検体採取日
・判定日
・判定機関
・判定者名
・判定結果(ベセスダシステム)

検 体 採 取 機 関 HPV検査判定機関 細胞診判定機関

報
告

実施主体（自治体など) ※検体採取機関の場合もある

HPV検査単独法による子宮頸がん検診検体の流れ
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「子宮頸がん検における細胞診とHPV検査併用の有用性に
関する研究」班作成資料②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



「  HPV検査→LBC」ができる体制がない場合があるので、
事前に確認と体制整備が必要！

【検査処理能力の充足状況（2021年時点）や課題】

検体の提供

全国的に充分ある地域によっては十分にない
可能性がある

ここの経験
（ノウハウ）

がない！

同一施設でない場合が多い

検 体 採 取 機 関

HPV陽性者の
検体を移動

HPV検査判定機関 細胞診判定機関

LBC

日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業
「子宮頸がん検における細胞診とHPV検査併用の有用性に
関する研究」班作成資料②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P29～

実施主体から受診者への結果通知

実施主体（自治体）は、
この3つの結果区分と

指導内容を個別にすべて
の受診者に通知する

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



精密検査は
不要

5年後に
検診を受診

HPV検査の結果が「陰性」の方

日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業
「子宮頸がん検における細胞診とHPV検査併用の有用性に
関する研究」班作成資料②  対策型検診におけるHPV検査単独法について

HPV検査単独法による子宮頸がん検診の受診者への検査後の説明
（結果通知）



1年後に
追跡精検

(HPV検査)

日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業
「子宮頸がん検における細胞診とHPV検査併用の有用性に
関する研究」班作成資料②  対策型検診におけるHPV検査単独法について

HPV検査単独法による子宮頸がん検診の受診者への検査後の説明
（結果通知）

HPV検査の結果が「陽性」で

トリアージ精検が「NILM」だった方



HPV検査単独法による子宮頸がん検診の受診者への検査後の説明
（結果通知）

直ちに
確定精検

(コルポスコピー・組織診)

HPV検査の結果が「陽性」で

トリアージ精検が「ASC-US以上」だった方

日本医療研究開発機構研究費 革新的がん医療実用化研究事業
「子宮頸がん検における細胞診とHPV検査併用の有用性に
関する研究」班作成資料②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



HPV検査単独法での子宮頸がん検診開始前に
検診運営委員会（後述）などと共に確認しておく

• HPV検査の種類がマニュアルに記載されているものしか使われないこと

• トリアージ精検の細胞診は、HPV検査の残余検体を用いることから、
液状化検体細胞診（LBC）のみ

•検体採取機関で使用するバイアルの種類が、
HPV検査判定機関、細胞診判定機関の両方で使用可能であること

•検体採取機関ごとの、HPV検査を依頼する判定機関と、
陽性の場合のトリアージ精検を依頼する判定機関がどこなのか？

HPV検査は、自治体内で統一しておくことが、精度管理上は望ましい
（検査精度の問題が確認された時に、サンプリングエラーか、HPV検査そのものの課題かを見極めるにも有用）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P31～

追跡精検の実施

• 追跡精検の実施体制は、検診としての HPV 検査と同じである
（VII 章、VIII 章、V 章参照）

• 追跡精検の内容は、検診としてのHPV検査と共通

• 追跡精検としてのHPV検査と検診としてのHPV検査は、
対象者のリスクが異なるため集計時は必ず両者を分けて集計する

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



運営委員会の設置が必要

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P17～

子宮頸がん検診運営委員会と検診に関与する機関

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P17～

子宮頸がん検診運営委員会と検診に関与する機関

1 2 3

4 4種類の検診実施機関

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P17～

検診運営委員会の具体的な役割

•検診運営委員会は、実施主体が、

• 液状化検体による HPV 検査およびその陽性者に対する
同一検体を用いた細胞診を実施する検査体制が確立できているか、

• コルポスコピー・組織診を担当する医師や施設が十分に確保でき、
必要な者が確定精検をすぐに受診できる 体制であるかについて点検し、

• HPV 検査単独法による子宮頸がん検診が本マニュアルに基づき適切に運
営されているかを判断し、

実施主体に助言する 

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P17～

検診運営委員会の具体的な役割

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



②  要件を満たす検体採取機関のリスト作成および更新  
③  要件を満たす  HPV 検査（検診）判定機関のリスト作成および更新
④  要件を満たす細胞診（トリアージ精検）判定機関のリスト作成および更新

• HPV検査の種類がマニュアルに記載されているものしか使われないこと

• トリアージ精検の細胞診は、HPV検査の残余検体を用いることから、
液状化検体細胞診（LBC）のみ

• 検体採取機関で使用するバイアルの種類が、
HPV検査判定機関、細胞診判定機関の両方で使用可能であること

• 検体採取機関ごとの、HPV検査を依頼する判定機関と、
陽性の場合のトリアージ精検を依頼する判定機関がどこなのか

HPV検査単独法導入にあたり、②③④を実施するとき、下記も考慮

HPV検査は、自治体内で統一しておくことが、精度管理上は望ましい
（検査精度の問題が確認された時に、サンプリングエラーか、HPV検査そのものの課題かを見極めるにも有用）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



P17～

検診運営委員会の具体的な役割

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



Screening registryのイメージの紹介

• screening registryは、特定の疾患や状態の早期発見を確実にし、管理を支援

するために、個人ごとのスクリーニング検査結果や精検情報を集めるデータベースや

登録システムのことを指す

• 個人ごとに長期間にわたり、下記のデータを登録し続ける

・対象者登録情報

・スクリーニング検査結果

・精検結果（追跡精検、トリアージ精検、確定精検）

検査履歴 （いつ、どこで、どんな検査を受けたか）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



Screening registryのイメージの一例

※ これ以外のデータの収集例もありうる

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



実施主体の検診受診者を管理するデータベース等の管理状況の確認

• データベースは個人ごとの検診結果・各種精密検査結果を
入力・閲覧できるscreening registryを指す

• タイムリーな精検（確定精検、追跡精検）の受診勧奨、精検未受診者へ
の再勧奨のためにも、適切な頻度で更新が必要

•事業報告（年に1回集計値を報告）とは異なる

•検診運営委員会は、実施主体がHPV検査単独法を開始できる
データベースを準備できたかを確認し、助言を与える
（始まってからでは手遅れだったり、改修費用が余分にかかる恐れがあり）

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



HPV検査単独法導入の検討のフローチャート

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について



今、導入を検討するか？

検診間隔を5年に1回にしたいか

子宮頸がん検診の
検診間隔を5年に1回にして

遵守してもらえる具体的な案があるか

Yes No

Yes No

子宮頸がん検診（細胞診）の
検診結果/精密検査結果を

十分に把握できる体制が「今」あるか

Yes No

子宮頸がん検診の
検診結果/精密検査結果を

十分に把握できる具体策があるか

Yes No

HPV導入検討できる

マニュアルを十分に読み、
マニュアル通りの実施体制が

できるかを確認する

HPV導入検討しない

細胞診による
子宮頸がん検診の
精度管理充実を図る

A

A

B
B

A B

B

②  対策型検診におけるHPV検査単独法について
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